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第71号
2022年
10月25日

防災避難訓練（田園町自治会）防災避難訓練（田園町自治会）

人 口

(女)

令和４年10月１日現在 前年同月比

(男)
10,447人　

5,025人　

5,422人　

3,862世帯

△235人　

△103人　

△132人　

△10世帯世帯数

人の動きおもな内容
■令和３年度一般会計決算…………………………
■現地調査・審査意見…………………………
■補正予算……………………………………………
■請願・陳情、意見書………………………………
■委員会活動報告……………………………………
■全員協議会……………………………………
■一般質問……………………………………
■議会の虫めがね、編集後記……………………

2ページ
3～4ページ
5ページ
6ページ
7ページ

8～9ページ
10～15ページ

16ページ

伯耆町議会へのお問い合わせ、ご意見をお待ちしております ！
伯耆町ホームページから、「議会の情報」 → 「議会事務局」ページ項目最下部

「オンラインによるお問い合わせ、ご意見はこちら」に進んでいただくと送信できます。
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第71号伯耆町議会だより第71号

歳出　7,817,195千円歳入　8,413,208千円

（単位：千円）

民生費
2,296,346

29.4％

総務費
1,497,384

19.2％

農林水産業費
648,763　8.3％

土木費
444,596　5.7％

公債費
988,451　12.6％

商工費
85,786　1.1％

教育費
682,193　8.7％

消防費
286,227　3.7％

衛生費
786,599　10.1％

災害復旧費
14,773　0.2％

議会費
86,077　1.0％

令和３年度伯耆町一般会計歳入歳出決算を認定令和３年度伯耆町一般会計歳入歳出決算を認定
（令和４年９月17日）

84億1,320万円歳　入 78億1,719万円歳　出
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地方譲与税　81,458　1.0％

自主財源
2,078,902

24.7％

自主財源
2,078,902

24.7％
依存財源

6,334,306
75.3％

分担金及び負担金
　　   64,353　0.8％

使用料及び手数料
　　　 43,403　0.5％

財産収入　50,839　0.6％

繰越金　439,942　5.1％
諸収入　155,188　1.8％

県支出金
519,120　6.2％

町税　1,278,040　15.2％

町債
519,100　6.2％

寄附金　31,936　0.4％
繰入金　15,201　0.2％

地方交付税
3,859,375　45.9％)

国庫支出金　1,019,343　12.1％

各種交付金　96,849　1.2％
地方消費税交付金　239,061　2.8％

コ
ロ
ナ
対
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共
施
設
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命
化・改
修
を
中
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に
予
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が
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さ
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コ
ロ
ナ
対
策・公
共
施
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長
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命
化・改
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を
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に
予
算
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

防災車庫整備

コミュニティプラザ

空家等対策推進事業

リモートオフィス
（ロイヤルホテル大山）

みぞくちテラソ

二部保育所

令和３年度事業の現地調査令和３年度事業の現地調査

実質収支は3億3,487万円の黒字
実質単年度収支は9,104万円の赤字
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件　名

勝
部 
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文

大
床 
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介

令和４年度伯耆町一般会計補正予算（第２号）
伯耆町長及び副町長の給与の減額に関する条例の制定について
伯耆町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

令和４年度伯耆町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和４年度伯耆町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和４年度伯耆町水道事業会計補正予算（第２号）
令和４年度伯耆町索道事業特別会計補正予算（第２号）
肥料等価格高騰対策を求める意見書

（※）勝部俊德議員は、議長のため採決に参加していない。

議
案
番
号
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54
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58

発議案第7号
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○
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○
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○
○
○
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○
×
○
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○
○
○

－
－
－
－
－
－
－
－

議案等に対する各議員の賛否（令和４年９月定例会）

令和４年度一般会計・特別会計補正予算を可決令和４年度一般会計・特別会計補正予算を可決
　令和４年９月議会において予算決算特別委員会に付託された一般会計補正予算（第２号）・特別会
計補正予算（第１号・第２号）の５議案について可決した。各補正予算の内容は次のとおり。

143,953万円

781,200万円
補正後予算額

17,062万円

今回補正額

259万円
410万円

32,337万円
28,916万円

39,400万円
7,122万円
33,487万円
10,000万円
407万円
12万円
57万円
865万円

300万円
232万円

300万円

319万円
85万円

8,630万円
1,869万円

①伯耆町一般会計（第２号）
会計名

⇒前年度繰越金の確定による増額
⇒前年度繰越金、過誤納保険料の還付金
⇒落雷による水道施設の修繕及び
　一般会計繰入金の増額

⇒普通交付税の増額
⇒令和３年度の決算額確定による繰越金
⇒公共施設等整備基金への積立て
⇒賦課徴収業務に対する不適切処理事案に対する還付金
⇒二部放課後児童クラブの支援員に対する待遇改善
⇒小規模保育所の保育士の処遇改善
⇒根雨原大坂線、町道大倉大原線、町道吉長押口線、
　町道岸本4号線の道路改良事業の実施。
⇒丸山、添谷、久古の農業用施設の改修整備
⇒林道維持事業、間伐材搬出補助事業について、
　森林環境譲与税を財源とした事業への組み替え。
⇒伯耆町消防団第6分団が消防ポンプ操法の全国
　大会に出場するための費用
⇒防災行政無線個別受信機を50台確保
⇒長山地区急傾斜地崩落工事に伴い試掘調査を実施。

主な補正予算の内容

⇒元金償還金の増額

④伯耆町水道事業特別会計(第２号)
　　　　　　　(収益的収入)
　　　　　　　(収益的支出)

③伯耆町後期高齢者医療特別会計(第１号)

4,434万円

②伯耆町国民健康保険特別会計(第１号)

（歳入）・地方交付税
　　　　・前年度繰越金
（歳出）・基金管理事業
　　　・徴税過誤納還付金
　　　・二部放課後児童クラブ運営事業
　　　・小規模保育所運営事業
　　　・町道改良事業

　　　・土地改良補助事業
　　　・森林整備事業

　　　・消防団運営事業

　　　・防災行政無線管理事業
　　　・町内遺跡文化財調査事業

512万円⑤伯耆町索道事業特別会計(第２号)
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介

令和３年度伯耆町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町町営公園墓地事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町一般会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町地域交通特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町水道事業会計決算認定について

令和３年度伯耆町丸山地区専用水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和３年度伯耆町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町索道事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度鳥取県西部町村情報公開・個人情報保護審査会特別会計歳入歳出決算認定について

（※）勝部俊德議員は、議長のため採決に参加していない。
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

議案等に対する各議員の賛否（令和４年９月定例会）

１．結婚新生活支援事業は、評価できる事業である。さらなる制度の周知を図られたい。

２．荒廃農地防止事業については、所有者の保全管理が見込めない農地を町が交付金を支

　　出して支援するという制度の趣旨は理解するものである。しかし、同一の農地が年次

　　的、継続的にこの制度で支援しなければならない事態も予測される。この支援制度の

　　効率的な運用並びに抜本的な見直しを検討されたい。

３．森林経営計画は、森林の施業及び保護について有効と考える。この計画をさらに多数

　　の「森林所有者等」に拡大するなど、森林の持つ多様な機能を十分に発揮させるよう、

　　森林環境譲与税の活用の観点等からもさらなる努力をされたい。

令和３年度　決算に関する審査意見令和３年度　決算に関する審査意見
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件　名

勝
部 

　俊
德

大
森 

　英
一

幅
田 

千
富
美

細
田 

　
　栄

渡
部 

　
　勇

一
橋 

　信
介

杉
原 

　良
仁

永
井 

　欣
也

乾 

裕

杉
本 

　大
介

長
谷
川 

　満

片
岡 

　千
明

上
田 

　博
文

大
床 

　桂
介

令和４年度伯耆町一般会計補正予算（第２号）
伯耆町長及び副町長の給与の減額に関する条例の制定について
伯耆町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

令和４年度伯耆町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和４年度伯耆町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和４年度伯耆町水道事業会計補正予算（第２号）
令和４年度伯耆町索道事業特別会計補正予算（第２号）
肥料等価格高騰対策を求める意見書

（※）勝部俊德議員は、議長のため採決に参加していない。

議
案
番
号
52
53
54
55
56
57
58

発議案第7号

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
○
○
○
○

－
－
－
－
－
－
－
－

議案等に対する各議員の賛否（令和４年９月定例会）

令和４年度一般会計・特別会計補正予算を可決令和４年度一般会計・特別会計補正予算を可決
　令和４年９月議会において予算決算特別委員会に付託された一般会計補正予算（第２号）・特別会
計補正予算（第１号・第２号）の５議案について可決した。各補正予算の内容は次のとおり。

143,953万円

781,200万円
補正後予算額

17,062万円

今回補正額

259万円
410万円

32,337万円
28,916万円

39,400万円
7,122万円
33,487万円
10,000万円
407万円
12万円
57万円
865万円

300万円
232万円

300万円

319万円
85万円

8,630万円
1,869万円

①伯耆町一般会計（第２号）
会計名

⇒前年度繰越金の確定による増額
⇒前年度繰越金、過誤納保険料の還付金
⇒落雷による水道施設の修繕及び
　一般会計繰入金の増額

⇒普通交付税の増額
⇒令和３年度の決算額確定による繰越金
⇒公共施設等整備基金への積立て
⇒賦課徴収業務に対する不適切処理事案に対する還付金
⇒二部放課後児童クラブの支援員に対する待遇改善
⇒小規模保育所の保育士の処遇改善
⇒根雨原大坂線、町道大倉大原線、町道吉長押口線、
　町道岸本4号線の道路改良事業の実施。
⇒丸山、添谷、久古の農業用施設の改修整備
⇒林道維持事業、間伐材搬出補助事業について、
　森林環境譲与税を財源とした事業への組み替え。
⇒伯耆町消防団第6分団が消防ポンプ操法の全国
　大会に出場するための費用
⇒防災行政無線個別受信機を50台確保
⇒長山地区急傾斜地崩落工事に伴い試掘調査を実施。

主な補正予算の内容

⇒元金償還金の増額

④伯耆町水道事業特別会計(第２号)
　　　　　　　(収益的収入)
　　　　　　　(収益的支出)

③伯耆町後期高齢者医療特別会計(第１号)

4,434万円

②伯耆町国民健康保険特別会計(第１号)

（歳入）・地方交付税
　　　　・前年度繰越金
（歳出）・基金管理事業
　　　・徴税過誤納還付金
　　　・二部放課後児童クラブ運営事業
　　　・小規模保育所運営事業
　　　・町道改良事業

　　　・土地改良補助事業
　　　・森林整備事業

　　　・消防団運営事業

　　　・防災行政無線管理事業
　　　・町内遺跡文化財調査事業

512万円⑤伯耆町索道事業特別会計(第２号)

件　名

勝
部 

　俊
德

大
森 

　英
一

幅
田 

千
富
美

細
田 

　
　栄

渡
部 

　
　勇

一
橋 

　信
介

杉
原 

　良
仁

永
井 

　欣
也

乾 

裕

杉
本 

　大
介

長
谷
川 

　満

片
岡 

　千
明

上
田 

　博
文

大
床 

　桂
介

令和３年度伯耆町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町町営公園墓地事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町一般会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町地域交通特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町水道事業会計決算認定について

令和３年度伯耆町丸山地区専用水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和３年度伯耆町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度伯耆町索道事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度鳥取県西部町村情報公開・個人情報保護審査会特別会計歳入歳出決算認定について

（※）勝部俊德議員は、議長のため採決に参加していない。

議
案
番
号

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

議案等に対する各議員の賛否（令和４年９月定例会）

１．結婚新生活支援事業は、評価できる事業である。さらなる制度の周知を図られたい。

２．荒廃農地防止事業については、所有者の保全管理が見込めない農地を町が交付金を支

　　出して支援するという制度の趣旨は理解するものである。しかし、同一の農地が年次

　　的、継続的にこの制度で支援しなければならない事態も予測される。この支援制度の

　　効率的な運用並びに抜本的な見直しを検討されたい。

３．森林経営計画は、森林の施業及び保護について有効と考える。この計画をさらに多数

　　の「森林所有者等」に拡大するなど、森林の持つ多様な機能を十分に発揮させるよう、

　　森林環境譲与税の活用の観点等からもさらなる努力をされたい。

令和３年度　決算に関する審査意見令和３年度　決算に関する審査意見
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肥料等価格高騰対策を求める意見書
　昨年から続く国際的な原油価格の高騰と、ロシアのウクライナ侵攻や急激な円安によって、一
次産業を中心に生産資材などの高騰が問題となっている。
　政府は、肥料価格高騰による農家のコスト増加分の７割を補填する新たな支援策を閣議決定し
たが、可及的速やかな取り組みを求めたい。
　本町でも基幹産業である農林業において、不安の声が聞かれる。特に農業分野を中心に多く利
用する肥料価格が生産者の経営意欲を奪い、専業・兼業問わず離農者の増加につながり農地の保
全が困難となる。
　今こそ、国の食料安保の観点から以下の対策を要望する。

記

１．原油高騰対策の中で農林水産業の資材費・燃料費高騰対策を早急に講じられたい。直接的
　な国の財政支援を求める。
２．緊急対策の柱として、影響が大きい肥料高騰対策を関係機関やメーカーと連携して推進す
　ること。また、肥料価格高騰時に対応するセーフティ・ネットの構築も検討すること。
３．農林水産業の後継者の高齢化や減少によって、地方が衰退しないよう施策を講じること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　令和４年９月１６日

鳥取県西伯郡伯耆町議会　
＜提出先＞
衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣　　　　様
農林水産大臣
財務大臣

みなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりましたみなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりましたみなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりましたみなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりました

内閣総理大臣等に提出した意見書内閣総理大臣等に提出した意見書

請願・陳情に対する各議員の賛否（令和４年９月定例会）

議員名（議席番号順）

件　名

勝
部 

　俊
德

大
森 

　英
一

幅
田 

千
富
美

細
田 

　
　栄

渡
部 

　
　勇

一
橋 

　信
介

杉
原 
　良
仁

永
井 
　欣
也

乾
　
　
　裕

杉
本 

　大
介

長
谷
川 

　満

片
岡 

　千
明

上
田 

　博
文

大
床 

　桂
介

（※）勝部俊德議員は、議長のため採決に参加していない。

結　果

西部広域行政管理組合一般廃棄物処理施
設整備基本構想の見直しを求める陳情
沖縄を「捨て石」にしない安全保障政
策を求める意見書の提出を求める陳情

－

－

－

－

×××××××××××××
○○

×××××××××××

×××××××××××××

×

○

×××××××××××
不採択

不採択

不採択

不採択

番
　号

陳情第８号

陳情第11号
中国共産党による臓器収奪の即時停止ならびに人
権状況の改善を求める意見書の提出に関する陳情陳情第12号
会計年度任用職員の処遇改善に向けた
法改正と雇用安定を求める陳情陳情第13号

委
員
会
活
動
報
告

○
令
和
４
年
７
月
27
日
、

　
　
　
９
月
５
日
、
13
日
開
催

・
陳
情
第
８
号
　
西
部
広
域
行
政

　
管
理
組
合
一
般
廃
棄
物
処
理
施

　
設
整
備
基
本
構
想
の
見
直
し
を

　
求
め
る
陳
情
の
継
続
審
査

・
陳
情
第
12
号
　
中
国
共
産
党
に

　
よ
る
臓
器
収
奪
の
即
時
停
止
な

　
ら
び
に
人
権
状
況
の
改
善
を
求

　
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る

　
陳
情
の
審
査

・
発
議
案
第
５
号
　
教
育
民
生
常

　
任
委
員
会
の
行
政
調
査
に
つ
い

　
て

　
調
査
事
件
　
ひ
き
こ
も
り
支
援

　
事
業
、
文
化
振
興
事
業
、
生
活

　
環
境
事
業
等

　
調
査
地
　
　
岡
山
県
総
社
市
、

　
倉
敷
市
、
広
島
県
呉
市

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

○
令
和
４
年
７
月
27
日
、

　
　
　
９
月
５
日
、
13
日
開
催

・
町
民
と
語
る
会
に
つ
い
て

・
陳
情
第
11
号
　
沖
縄
を
「
捨
て

　
石
」
に
し
な
い
安
全
保
障
政
策

　
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

　
め
る
陳
情
の
継
続
審
査

・
陳
情
第
13
号
　
会
計
年
度
任
用

　
職
員
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
法

　
改
正
と
雇
用
安
定
を
求
め
る
陳

　
情
の
審
査

・
発
議
案
第
７
号
　
飼
料
価
格
高

　
騰
対
策
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

　
い
て

・
発
議
案
第
６
号
　
総
務
経
済
常

　
任
委
員
会
の
行
政
調
査
に
つ
い

　
て

　
調
査
事
件
　
鳥
獣
被
害
対
策
に

　
つ
い
て

　
調
査
地
　
　
島
根
県
邑
智
郡
美

　
郷
町

予
算
決
算
等
常
任
委
員
会

・
９
月
５
日
の
定
例
会
初
日
に
委

員
会
付
託
さ
れ
た
、
令
和
４
年
度

伯
耆
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
や
令
和
３
年
度
伯
耆
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
を
含

む
18
議
案
の
審
査
の
ほ
か
、
「
町

道
吉
定
大
原
線
の
歩
道
等
未
整
備

区
間
の
早
期
整
備
」
な
ど
委
員
か

ら
提
案
の
あ
っ
た
行
政
課
題
調
査

事
項
に
関
し
、
閉
会
中
の
継
続
調

査
と
し
た
。

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

・
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

導
入
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
貸
与

さ
れ
ま
し
た
。
情
報
収
集
、
情
報

発
信
等
、
今
後
の
議
員
活
動
に
積

極
的
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。予算決算等常任委員会

議会改革調査特別委員会
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肥料等価格高騰対策を求める意見書
　昨年から続く国際的な原油価格の高騰と、ロシアのウクライナ侵攻や急激な円安によって、一
次産業を中心に生産資材などの高騰が問題となっている。
　政府は、肥料価格高騰による農家のコスト増加分の７割を補填する新たな支援策を閣議決定し
たが、可及的速やかな取り組みを求めたい。
　本町でも基幹産業である農林業において、不安の声が聞かれる。特に農業分野を中心に多く利
用する肥料価格が生産者の経営意欲を奪い、専業・兼業問わず離農者の増加につながり農地の保
全が困難となる。
　今こそ、国の食料安保の観点から以下の対策を要望する。

記

１．原油高騰対策の中で農林水産業の資材費・燃料費高騰対策を早急に講じられたい。直接的
　な国の財政支援を求める。
２．緊急対策の柱として、影響が大きい肥料高騰対策を関係機関やメーカーと連携して推進す
　ること。また、肥料価格高騰時に対応するセーフティ・ネットの構築も検討すること。
３．農林水産業の後継者の高齢化や減少によって、地方が衰退しないよう施策を講じること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　令和４年９月１６日

鳥取県西伯郡伯耆町議会　
＜提出先＞
衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣　　　　様
農林水産大臣
財務大臣

みなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりましたみなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりましたみなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりましたみなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりました

内閣総理大臣等に提出した意見書内閣総理大臣等に提出した意見書

請願・陳情に対する各議員の賛否（令和４年９月定例会）

議員名（議席番号順）

件　名

勝
部 

　俊
德

大
森 

　英
一

幅
田 

千
富
美

細
田 

　
　栄

渡
部 

　
　勇

一
橋 

　信
介

杉
原 

　良
仁

永
井 

　欣
也

乾
　
　
　裕

杉
本 

　大
介

長
谷
川 

　満

片
岡 

　千
明

上
田 

　博
文

大
床 

　桂
介

（※）勝部俊德議員は、議長のため採決に参加していない。

結　果

西部広域行政管理組合一般廃棄物処理施
設整備基本構想の見直しを求める陳情
沖縄を「捨て石」にしない安全保障政
策を求める意見書の提出を求める陳情

－

－

－

－

×××××××××××××

○○

×××××××××××

×××××××××××××

×

○

×××××××××××

不採択

不採択

不採択

不採択

番
　号

陳情第８号

陳情第11号
中国共産党による臓器収奪の即時停止ならびに人
権状況の改善を求める意見書の提出に関する陳情陳情第12号
会計年度任用職員の処遇改善に向けた
法改正と雇用安定を求める陳情陳情第13号

委
員
会
活
動
報
告

○
令
和
４
年
７
月
27
日
、

　
　
　
９
月
５
日
、
13
日
開
催

・
陳
情
第
８
号
　
西
部
広
域
行
政

　
管
理
組
合
一
般
廃
棄
物
処
理
施

　
設
整
備
基
本
構
想
の
見
直
し
を

　
求
め
る
陳
情
の
継
続
審
査

・
陳
情
第
12
号
　
中
国
共
産
党
に

　
よ
る
臓
器
収
奪
の
即
時
停
止
な

　
ら
び
に
人
権
状
況
の
改
善
を
求

　
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る

　
陳
情
の
審
査

・
発
議
案
第
５
号
　
教
育
民
生
常

　
任
委
員
会
の
行
政
調
査
に
つ
い

　
て

　
調
査
事
件
　
ひ
き
こ
も
り
支
援

　
事
業
、
文
化
振
興
事
業
、
生
活

　
環
境
事
業
等

　
調
査
地
　
　
岡
山
県
総
社
市
、

　
倉
敷
市
、
広
島
県
呉
市

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

○
令
和
４
年
７
月
27
日
、

　
　
　
９
月
５
日
、
13
日
開
催

・
町
民
と
語
る
会
に
つ
い
て

・
陳
情
第
11
号
　
沖
縄
を
「
捨
て

　
石
」
に
し
な
い
安
全
保
障
政
策

　
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

　
め
る
陳
情
の
継
続
審
査

・
陳
情
第
13
号
　
会
計
年
度
任
用

　
職
員
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
法

　
改
正
と
雇
用
安
定
を
求
め
る
陳

　
情
の
審
査

・
発
議
案
第
７
号
　
飼
料
価
格
高

　
騰
対
策
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

　
い
て

・
発
議
案
第
６
号
　
総
務
経
済
常

　
任
委
員
会
の
行
政
調
査
に
つ
い

　
て

　
調
査
事
件
　
鳥
獣
被
害
対
策
に

　
つ
い
て

　
調
査
地
　
　
島
根
県
邑
智
郡
美

　
郷
町

予
算
決
算
等
常
任
委
員
会

・
９
月
５
日
の
定
例
会
初
日
に
委

員
会
付
託
さ
れ
た
、
令
和
４
年
度

伯
耆
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
や
令
和
３
年
度
伯
耆
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
を
含

む
18
議
案
の
審
査
の
ほ
か
、
「
町

道
吉
定
大
原
線
の
歩
道
等
未
整
備

区
間
の
早
期
整
備
」
な
ど
委
員
か

ら
提
案
の
あ
っ
た
行
政
課
題
調
査

事
項
に
関
し
、
閉
会
中
の
継
続
調

査
と
し
た
。

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

・
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

導
入
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
貸
与

さ
れ
ま
し
た
。
情
報
収
集
、
情
報

発
信
等
、
今
後
の
議
員
活
動
に
積

極
的
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。予算決算等常任委員会

議会改革調査特別委員会
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(

一
部
抜
粋)

●
住
民
税
賦
課
徴
収
事
務
に
お

け
る
職
員
の
不
適
切
な
事
務
処

理
事
案
の
発
生
対
応
に
つ
い
て

(

報
告)

・
所
得
税
の
申
告
等
に
基
づ
い

た
個
人
住
民
税
の
賦
課
漏
れ

・
過
誤
納
金
の
還
付
通
知
漏
れ

・
過
誤
納
金
の
不
正
充
当

　
対
象
職
員
２
名
の
降
格
処
分

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
還

付
漏
れ
の
発
生
と
そ
の
対
応
に

つ
い
て(

報
告)

・
被
保
険
者
死
亡
、
転
出
、
所

得
更
生
等
に
よ
る
過
誤
納
金
の

還
付
漏
れ

　
事
務
処
理
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

強
化
で
再
発
防
止
に
努
め
る
。

●
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会(
種
牛
の
部)

の
出
品
牛
に
つ

い
て(
報
告)

　
共
進
会
鳥
取
県
最
終
予
選
会

に
種
牛
の
部
出
品
牛
12
頭
の
う

ち
10
頭
が
選
出
。

　
肉
牛
の
部
予
選
会
で
出
品
牛

７
頭
の
う
ち
２
頭
が
選
出
。

　
10
月
６
日 

鹿
児
島
県
で
行

わ
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

へ
出
場
。

●
令
和
３
年
度
決
算
に
お
け
る

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

（
報
告
）

・
実
質
赤
字
比
率

　
赤
字
額
な
し

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
赤
字
額
な
し

・
実
質
公
債
費
比
率

　
６
・
７
パ
ー
セ
ン
ト

・
将
来
負
担
比
率

　
将
来
負
担
比
率
な
し

●
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理

及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び

評
価
報
告
書
に
つ
い
て(

報

告
）

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

評
価
報
告
。

●
第
３
次
伯
耆
町
総
合
計
画

(
令
和
３
〜
７
年
度)

の
取
組
み

状
況
に
つ
い
て(

報
告)

　
第
３
次
伯
耆
町
総
合
計
画

（
令
和
３
年
〜
７
年
度
）

・
取
り
組
み
状
況
調
査
結
果
表

・
地
方
創
生
の
取
り
組
み
Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
効

果
検
証

●
今
後
の
納
税
組
合
制
度
に
つ

い
て(

説
明)

　
令
和
６
年
度
末
を
も
っ
て
納

税
組
合
制
度
を
廃
止
す
る
基
本

方
針
の
説
明

・
納
税
組
合
手
数
料
は
段
階
的

に
縮
小
し
、
令
和
６
年
度
分
限

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

み
ん
な
が
知
り
た
い

　
９
月
定
例
会
関
連
の
全
員
協
議
会
は
、
令
和

４
年
８
月
31
日
、
９
月
15
日
の
２
日
間
開
催
。

９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
る
議
案
等
の
協
議
を

町
執
行
部
と
と
も
に
行
な
っ
た
。

り
で
廃
止
す
る
。
こ
れ
に
代
わ

る
も
の
と
し
て
自
治
会
活
動
交

付
金
の
増
額
を
検
討
す
る
。

●
伯
耆
町
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
選
定
方
針
に
つ
い

て(

説
明)

　
令
和
５
年
３
月
末
で
指
定
管

理
期
間
の
満
了
と
な
る
施
設
に

つ
い
て
指
定
管
理
の
方
針
、
指

定
管
理
者
の
募
集
要
項
の
内
容

等
の
説
明
。

①
産
地
形
成
促
進
施
設

（
通
称
：
大
山
ガ
ー
デ
ン
プ
レ

イ
ス
）

・
指
定
管
理
者
／

伯
耆
町
地
域
振
興
株
式
会
社

（
伯
耆
町
丸
山
）

・
指
定
方
法
／
非
公
募

②
桝
水
高
原
リ
フ
ト
及
び
桝
水

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
指
定
管
理
者
／

エ
ム
ケ
イ
開
発
株
式
会
社

（
伯
耆
町
大
内（
桝
水
高
原
））

・
指
定
方
法
／
公
募

大山ガーデンプレイス 桝水高原天空リフト
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キャンプ場開発地

二部保育所二部地区の説明会

●
T
O
M
O
N
A
R
I
株
式

会
社
の
開
発
事
業
に
関
す
る

協
定
の
締
結
に
つ
い
て(

説

明)　
岩
立
地
内
で
行
う
開
発
事

業
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
・
キ
ャ

ン
プ
事
業
「
大
山
リ
ゾ
ー
ト 

沢
田
ベ
ー
ス
」
の
事
業
計
画

及
び
、
開
発
協
定
の
説
明

・
事
業
主
体

T
O
M
O
N
A
R
I
株
式
会

社
　
伯
耆
町
丸
山
１
８
０
３

‒

９
７
０

代
表
取
締
役
　
焦
　
学
智

・
事
業
面
積

９
７
５
５
・
５
８
３
平
方
メ

ー
ト
ル

（
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

令
和
４
年
９
月
中
旬

　
外
構
工
事
着
工

令
和
４
年
１
０
月
上
旬

　
建
築
工
事
着
工

令
和
５
年
４
月
下
旬

　
工
事
完
成

令
和
５
年
５
月

　
オ
ー
プ
ン
予
定

●
二
部
保
育
所
の
休
園
に
つ

い
て(

報
告)

　
二
部
保
育
所
の
児
童
数
が

減
少
し
、
今
後
の
入
所
児
童

数
の
推
移
か
ら
、
令
和
５
年

度
よ
り
休
園
す
る
。

（
経
過
）

・
令
和
３
年
10
月
、
令
和
４

年
４
月
、
庁
内
協
議
。

・
令
和
４
年
４
月
、
６
月
、

７
月
保
護
者
と
の
意
見
交
換
。

　
来
年
度
の
保
育
希
望
に
つ

い
て
、
各
保
護
者
と
も
溝
口

保
育
所
へ
入
所
の
意
向
を
確

認
し
た
。

　
二
部
地
区
の
各
集
落
の
区

長
及
び
就
学
前
の
児
童
を
持

つ
保
護
者
等
を
対
象
に
、
説

明
会
等
の
開
催
を
予
定
。

　
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
。

　
現
在
雇
用
し
て
い
る
会
計

年
度
任
用
職
員
は
、
雇
用
継

続
希
望
の
場
合
は
他
の
保
育

所
で
勤
務
し
て
も
ら
う
。

入所児童数の推移と見込（各年度４月時点）

※令和４年度の入所児童のうち１名は溝口地区の児童(４歳児)
※令和５年度以降の児童数については、新たな入所児童が無いと仮定した人数

R2

15人

37人

R5

3人

─

R3

10人

31人

R4

7人

27人

R6

1人

─

R1

21人

38人

入所児童数

二部地区児童数

H28

26人

48人

H30

19人

41人

H29

23人

43人
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一般
  質問 町政　問う！町政　問う！をを
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スマートフォンなど携帯電話で一般質問の映像が流れる
youtubeの二次元バーコードはこちらです。

５人の議員が
一般質問を行いました。
５人の議員が
一般質問を行いました。一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、

町の行政全般について執行状況や将来の
方針等を問うものです。

一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、
町の行政全般について執行状況や将来の
方針等を問うものです。

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　お待ちしています。

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　お待ちしています。

基本ルール
　・質問要旨は事前に通告
　・持ち時間は１人60分
　・町行政に関係があるもの

基本ルール
　・質問要旨は事前に通告
　・持ち時間は１人60分
　・町行政に関係があるもの

11

12

13

14

15

１．町内の公共施設の男性トイレの個室にサニタリー
　 ボックスの設置を求める
２．帯状疱疹の発症防ぐ50歳以上ワクチン接種費の 
　 助成を求める

１．持続可能な農業の実現に向けて
２．地域防災の強化について

１．水道事業会計について
２．金融経済教育などの専門的教育について

１．山間集落実態調査について
２．全国学力テストについて

１．一般廃棄物処理基本計画について
２．旧統一教会との関係について　ほか

ページ 主　な　質　問　事　項 質問議員
令和４年９月６日　実施令和４年９月６日　実施

乾　　裕　

永井　欣也

幅田千富美

長谷川　満

上田　博文
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乾
　前
立
腺
が
ん
や
、
ぼ
う

こ
う
が
ん
の
患
者
さ
ん
ら
が

使
用
済
み
の
尿
漏
れ
パ
ッ
ド

を
捨
て
る
「
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ

ッ
ク
ス
」
を
男
性
ト
イ
レ
の

個
室
に
設
置
す
る
動
き
が
、

公
共
施
設
や
商
業
施
設
で
広

が
っ
て
い
る
。
本
町
に
お
い

て
も
こ
の
取
り
組
み
を
導
入

さ
れ
た
い
。

町
長
　
質
問
の
趣
旨
に
は
意

義
は
あ
る
。
本
町
で
は
、
多

目
的
ト
イ
レ
の
な
い
男
性
ト

イ
レ
の
個
室
に
も
一
部
設
置

を
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
、

多
目
的
ト
イ
レ
に
は
、
ほ
ぼ

「
帯
状
疱
疹
」
の
記
載
が
あ

り
、
そ
の
枚
数
と
実
人
数
で

回
答
と
し
た
い
。
令
和
２
年

度
は
、
４
６
０
枚
、
令
和
３

年
度
で
は
５
３
５
枚
。
（
帯

状
疱
疹
の
記
載
が
あ
っ
て
も

主
病
は
別
の
場
合
も
あ
り
、

帯
状
疱
疹
以
外
で
受
診
さ
れ

て
い
る
方
も
含
ま
れ
る
。
）

　
人
数
は
令
和
２
年
度
、
３

年
度
い
ず
れ
も
国
保
と
後
期

高
齢
者
医
療
合
わ
せ
て
１
２

６
人
。

乾
　帯
状
疱
疹
の
発
症
を
防

ぐ
50
歳
以
上
の
方
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

求
め
る
。

町
長
　帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス

は
、
日
本
人
の
大
多
数
が
保

持
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

感
染
リ
ス
ク
を
国
全
体
で
下

げ
る
と
い
う
方
向
に
あ
る
の

か
ど
う
な
の
か
は
見
え
て
こ

な
い
。
初
期
の
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
の
投
与
が
治
療
法
と
し
て

町政を問う

は
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
る
。

医
療
の
対
応
を
超
え
る
部
分

を
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
し
て
い

く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
医

療
機
関
の
意
見
を
聞
か
な
い

と
い
け
な
い
。
予
防
接
種
に

お
い
て
助
成
を
す
る
場
合
に

は
、
町
内
の
医
療
機
関
の
意

見
を
聞
い
て
こ
れ
ま
で
も
判

断
を
し
て
き
た
経
過
が
あ
る
。

毎
年
実
施
し
て
い
る
町
内
医

療
機
関
と
の
意
見
懇
談
会
に

議
題
と
し
て
出
し
て
み
た
い
。

男性トイレの個室にサニタリーボックスの設置を
一部の施設では設置をはじめている町　長

町
内
医
療
機
関
と
の
意
見
懇
談
会
に

議
題
と
し
て
出
し
て
み
た
い

町
内
医
療
機
関
と
の
意
見
懇
談
会
に

議
題
と
し
て
出
し
て
み
た
い

町
　長

帯
状
疱
疹
の
発
症
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

帯
状
疱
疹
の
発
症
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

設
置
さ
れ
て
い
る
。
設
置
個

所
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
た

い
。

乾
　町
内
の
観
光
施
設
へ
の

設
置
や
商
業
施
設
と
連
携
し
、

設
置
を
呼
び
掛
け
て
は
。

町
長
　
民
間
事
業
者
に
ど
の

程
度
の
負
担
を
供
与

し
て
い
た
だ
く
の
か

即
断
で
は
言
え
な
い
。

ま
ず
は
、
公
共
施
設

の
状
況
を
見
な
が
ら

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

乾
　本
町
の
帯
状
疱

疹
の
発
症
状
況
は
。

健
康
対
策
課
長
　
直

接
的
な
デ
ー
タ
が
な

い
の
で
わ
か
ら
な
い

が
、
国
民
健
康
保
険

及
び
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
で
、

医
療
機
関
か
ら
提
出

さ
れ
る
診
療
報
酬
明

細
書
の
傷
病
欄
に

ユーチューブ動
画はこちらから

乾　　裕　議員

溝口福祉センター男子トイレに設置された
サニタリーボックス

※男性トイレにサニタリーボックスが設置されている5施設
　岸本温泉ゆうあいパル・溝口福祉センター・溝口ＩＣ鬼のトイレ
　文化センター・岸本保健福祉センター



町　長

上
田
　
本
町
の
農
業
は
、
高

齢
化
問
題
、
米
価
下
落
に
加

え
、
近
年
の
農
業
資
材
の
高

騰
に
よ
り
、
農
業
経
営
が
危

機
的
状
態
で
あ
る
。
持
続
可

能
な
農
業
に
向
け
て
本
町
の

農
業
支
援
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長
　
今
年
度
も
収
入
保
険

と
農
業
共
済
の
掛
金
を
町
が

負
担
す
る
。
ま
た
肥
料
価
格

高
騰
支
援
と
し
て
、
国
は
、

化
学
肥
料
２
割
削
減
の
取
り

組
み
に
対
し
て
、
価
格
高
騰

分
の
７
割
の
補
填
を
予
定
し
、

県
も
農
家
負
担
３
割
の
１
割

分
の
支
援
を
考
え
て
お
り
、

町
と
し
て
も
国
、
県
と
歩
調

を
合
わ
せ
、
１
割
分
の
支
援

を
検
討
中
で
あ
る
。

上
田
　
本
町
の
「
堆
肥
セ
ン

タ
ー
」
の
堆
肥
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
堆
肥
購
入
、
散

布
に
対
し
支
援
し
な
い
か
。

町
長
　
堆
肥
の
投
入
は
、
経

済
合
理
性
に
よ
り
農
家
で
判

断
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

堆
肥
の
生
産
体
制
を
拡
大
す

れ
ば
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
農
家
に
還
元
で
き

る
。

上
田
　
堆
肥
の
安
定
供
給
を

図
る
た
め
、
20
年
近
く
経
つ

堆
肥
攪
拌
機
の
更
新
を
検
討

し
な
い
か
。

町
長
　
攪
拌
機
は
、
現
在
あ

る
部
品
で
修
繕
可
能
で
あ
る
こ

と
を
メ
ー
カ
ー
か
ら
確
認
し
て

お
り
、
今
後
も
細
心
の
注
意
を

払
い
管
理
し
て
ゆ
く
。

上
田
　
高
齢
化
対
策
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
寄
与
す
る

集
落
営
農
、
農
業
法
人
の
設

置
数
と
今
後
の
推
進
方
法
は
。

産
業
課
長
　
現
在
、
農
業
法

人
は
17
法
人
あ
り
、
耕
作
放

棄
地
に
な
ら
な
い
よ
う
管
理

し
て
い
る
。
法
人
化
に
向
け

て
座
談
会
で
相
談
に
応
じ
た

り
、
農
業
機
械
の
更
新
や
購

入
の
支
援
し
て
い
る
。

上
田
　
本
町
に
お
い
て
特
産

品
の
導
入
や
付
加
価
値
商
品

の
導
入
の
検
討
に
向
け
て
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し

な
い
か
。

町
長
　
農
家
や
事
業
者
が
特

産
品
を
創
っ
て
い
こ
う
と
す

る
気
運
を
持
っ
た
と
こ
ろ
に

行
政
は
支
援
し
て
ゆ
く
。
特

産
品
開
発
に
は
、
リ
サ
ー
チ

能
力
が
必
要
で
、
外
部
人
材

に
頼
る
こ
と
は
リ
ス
ク
が
あ

る
。

町政を問う
肥料高騰に対する本町の農家支援策は

価格高騰分に対して支援を検討

上
田
　
地
域
に
密
着
し
た
地

元
消
防
団
の
役
割
は
重
要
で

あ
る
。
団
員
の
加
入
状
況
と

団
員
確
保
の
た
め
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
し
な
い
か
。

総
務
課
長
　
今
年
８
月
時
点

で
の
団
員
数
は
１
３
３
名
、

う
ち
女
性
消
防
団
員
は
11
名
、

町
内
の
自
営
業
者
や
町
内
勤

務
者
数
は
、
72
名
で
割
合
は

54
％
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
つ
い
て
は
、
幹
部
会

で
協
議
し
て
み
た
い
。

上
田
　
現
在
、
消
防
車
両
の

配
備
が
溝
口
地
域
の
第
１
〜
第

３
分
団
と
本
部
分
団
に
ポ
ン
プ

車
両
、
岸
本
地
域
の
第
４
〜
第

６
分
団
で
は
可
搬
式
ポ
ン
プ
車

両
の
み
の
配
備
で
、
不
均
衡
と

な
っ
て
い
る
理
由
と
岸
本
地
域

へ
の
ポ
ン
プ
車
両
の
導
入
の
検

討
を
し
な
い
か
。

総
務
課
長
　
合
併
時
に
住
宅

密
集
地
の
多
い
岸
本
地
域
は

狭
量
道
路
で
も
消
火
で
き
る

小
型
ポ
ン
プ
を
配
備
し
て
い

る
。
ポ
ン
プ
車
両
の
更
新
は
、

消
防
団
と
相
談
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

上
田
　
第
４
分
団
の
八
郷
地

区
は
、
面
積
や
地
形
的
に
も

可
搬
式
ポ
ン
プ
車
両
で
は
、

活
動
に
限
界
が
あ
る
。
ポ
ン

プ
車
両
の
導
入
を
す
べ
き
で

な
い
か
。

町
長
　
現
場
の
声
を
聞
い
た

う
え
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
車

両
整
備
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

岸
本
地
域
に
も
ポ
ン
プ
車
両
の
導
入
を

岸
本
地
域
に
も
ポ
ン
プ
車
両
の
導
入
を
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町政を問う

ユーチューブ動
画はこちらから

上田　博文　議員

消
防
団
の
声
を
聞
い
て
検
討
す
る

消
防
団
の
声
を
聞
い
て
検
討
す
る

町
　長

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

地
域
防
災
力
の
強
化

堆肥センターの堆肥攪拌機

第４分団の小型ポンプ車

か
く
は
ん



金
融
経
済
教
育
な
ど
町
独
自
の
専
門
教
育
は

金
融
経
済
教
育
な
ど
町
独
自
の
専
門
教
育
は

小
中
学
校
で
は
家
庭
科
・
社
会
科
な
ど
で

学
習
し
て
い
る

小
中
学
校
で
は
家
庭
科
・
社
会
科
な
ど
で

学
習
し
て
い
る

教
育
長

町政を問う

ユーチューブ動
画はこちらから

長谷川　満　議員
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水
道
事
業
会
計
に

つ
い
て

金
融
経
済
教
育
な
ど
の

専
門
的
教
育
に
つ
い
て

長
谷
川
　
「
伯
耆
町
水
道
事

業
経
営
戦
略
」
は
３
〜
５
年

に
一
度
、
計
画
や
数
値
目
標
、

年
度
目
標
な
ど
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
う
時
期
と
な
っ
た
。

事
業
運
営
の
考
え
方
、
近
況
、

今
後
の
推
移
は
。

町
長
　
施
設
の
維
持
管
理
・

収
入
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
な
が
ら
、
安
定
供
給
に
努

め
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え

方
。
近
年
、
収
益
的
収
支
の

累
積
欠
損
金
が
３
億
５
０
０

０
万
円
ま
で
累
増
し
て
い
る
。

分
析
す
る
と
資
産
過
多
で
あ

り
、
管
路
が
長
い
、
給
水
箇

所
の
点
在
な
ど
減
価
償
却
費

が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

長
谷
川
　
現
在
の
公
営
企
業

会
計
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

町
長
　
水
道
事
業
の
経
費
は

料
金
収
入
を
も
っ
て
充
て
る

独
立
採
算
制
が
原
則
。
だ
が

運
営
側
と
し
て
は
安
定
し
た

水
質
を
安
定
し
た
低
廉
な
価

格
で
供
給
す
る
目
的
に
沿
い

な
が
ら
収
支
構
造
を
改
善
し

て
い
く
。
そ
の
後
料
金
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
必

要
。

長
谷
川
　
令
和
３
年
度
の
決

算
書
に
お
い
て
、
収
益
的
収

支
は
当
年
度
純
損
失
で
５
千

万
円
の
マ
イ
ナ
ス
、
累
積
欠

損
金
は
３
億
５
千
万
円
と

年
々
増
え
続
け
て
い
る
。
こ

の
原
因
を
ど
う
捉
え
、
対
処

し
て
い
く
か
。

町
長
　
累
積
欠
損
金
が
あ
る

こ
と
は
経
営
が
健
全
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
。
た
だ
、
現

金
収
支
は
赤
字
で
は
な
く
黒

字
。
減
価
償
却
費
に
対
す
る

繰
り
出
し
を
行
い
、
数
年
間

継
続
し
累
積
欠
損
金
の
解
消

を
進
め
る
。
下
水
道
に
関
し

て
は
経
営
的
に
安
定
し
て
い

る
。

長
谷
川
　
教
育
全
体
の
大
テ

ー
マ
と
し
て
横
断
的
に
か
か

る
様
々
な
専
門
的
教
育
。
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
金
融
経
済
教
育
、
消
費

者
教
育
、
デ
ジ
タ
ル
教
育
、

政
治
教
育
、
ふ
る
さ
と
キ
ャ

リ
ア
教
育
な
ど
細
分
化
は
進

む
。
電
子
決
済
や
カ
ー
ド
払

い
な
ど
、
支
払
い
時
に
現
金

を
見
る
こ
と
も
な
い
時
代
に
、

小
学
校
・
中
学
校
の
段
階
に

お
け
る
金
融
経
済
教
育
な
ど

の
現
状
は
。

教
育
長
　
新
し
い
学
習
指
導

要
領
で
も
金
融
経
済
教
育
の

充
実
は
図
ら
れ
て
お
り
、
小

中
学
校
で
は
家
庭
科
、
社
会

科
な
ど
で
主
に
学
習
し
て
い

る
。

長
谷
川
　
授
業
の
時
間
が
少

な
い
、
教
員
の
学
ぶ
機
会
、

教
材
や
指
導
書
の
少
な
い
課

題
全
般
を
踏
ま
え
、
実
践
的

な
学
習
に
重
き
が
置
か
れ
て

い
る
今
、
こ
れ
ら
の
専
門
的

な
教
育
を
特
化
し
た
形
で
進

め
る
た
め
に
今
後
ど
う
す
る

か
。

教
育
長
　
社
会
科
を
は
じ
め

各
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
中
で
専
門
職
の
外
部

人
材
を
活
用
す
る
こ
と
が
重

要
。

長
谷
川
　
分
散
型
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
、

「
デ
ジ
タ
ル
ふ
る
さ
と
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
に
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
が
、
今
後
、
町
独
自

に
力
を
入
れ
て
進
め
た
い
専

門
的
教
育
は
あ
る
か
。

教
育
長
　
伯
耆
町
の
学
校
教

育
の
基
本
目
標
は
社
会
の
一

員
と
し
て
自
立
し
て
生
き
て

い
く
児
童
の
育
成
。「
ふ
る
さ

と
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
通
し

て
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実

現
す
る
と
共
に
将
来
に
渡
り

伯
耆
町
に
誇
り
と
愛
着
を
持

つ
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

町　長

累積欠損金の増え続ける原因は
公営企業会計に伴う、資産の減価償却費

水道は重要な生活インフラ
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町　長

永
井
　
令
和
３
年
５
月
に
鳥

取
県
が
実
施
し
た
山
間
集
落

実
態
調
査
の
概
要
と
本
町
で

の
調
査
対
象
集
落
は
、
小
林
、

真
野
、
焼
杉
、
福
居
、
福
岡

中
央
、
大
滝
の
７
集
落
と
な

っ
て
い
る
が
、
本
町
の
関
与

度
合
い
と
傾
向
は
。

企
画
課
長
　
世
帯
調
査
で
は

家
族
の
状
況
、
住
ま
い
の
環
境
、

将
来
の
見
込
み
な
ど
、
集
落
点

検
調
査
で
は
集
落
代
表
者
か
ら

聞
き
取
り
で
、
人
口
、
世
帯
数
、

地
域
運
営
組
織
、
集
落
内
の
課

題
な
ど
を
調
査
し
て
い
る
。
高

齢
化
率
で
は
県
全
体
調
査
が
本

町
調
査
を
上
回
り
、
独
居
世
帯

割
合
は
本
町
調
査
が
上
回
っ
て

い
る
。

永
井
　
市
町
ご
と
の
デ
ー
タ

は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、

多
岐
に
わ
た
る
内
容
で
あ
り
、

本
町
に
関
す
る
調
査
結
果
は

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
な
い

の
か
。

企
画
課
長
　
県
の
条
例
等
の

規
定
に
よ
り
、
各
町
ご
と
の

集
計
は
公
表
で
き
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
が
、
要
求
す

れ
ば
自
町
の
も
の
は
提
供
さ

れ
、
調
査
の
全
体
的
な
結
果

と
概
ね
同
様
な
傾
向
と
捉
え

て
い
る
。

　
県
で
は
中
山
間
地
域
サ
ポ

ー
ト
チ
ー
ム
を
設
置
、
本
町

で
は
二
部
、
日
光
地
区
の
状

況
把
握
と
し
て
公
民
館
長
、

集
落
支
援
員
へ
の
聞
き
取
り

調
査
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。

永
井
　
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
山
間
地
域
の
対
応
は
喫
緊

の
課
題
と
考
え
る
。
総
合
計

画
な
ど
を
踏
ま
え
、
将
来
に

向
け
て
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
　
本
町
は
５
年
間
の
総

合
計
画
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
た
が
、
そ
の
手
法
が
基
礎

自
治
体
に
合
っ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
と

し
て
、
住
み
や
す
い
条
件
を

提
供
す
る
基
礎
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
を
第
一
義
的
に
考
え

る
。

　
就
業
が
な
い
と
定
住
は
な

く
、
食
肉
加
工
工
場
の
誘
致

な
ど
は
そ
の
一
環
で
、
人
口

減
少
で
の
基
礎
イ
ン
フ
ラ
の

空
き
を
使
っ
て
い
た
だ
く
。

　
空
き
家
の
問
題
は
非
常
に

切
実
。
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
か
、
も
う
一
歩
踏
み

出
し
た
検
討
を
進
め
た
い
。

町政を問う
少子高齢化が進む中山間地域への対策は喫緊の課題

住みやすい条件を提供することを第一義に考える

永
井
　
22
年
度
の
全
国
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
が
公
表
さ
れ

た
。
小
学
６
年
、
中
学
３
年

生
に
４
年
ぶ
り
実
施
の
理
科

と
国
語
、
算
数(

数
学)

に
加

え
、
69
項
目
の
質
問
調
査
も

行
わ
れ
た
。
本
町
の
学
力
の

状
況
、
課
題
、
対
応
策
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
次
長
　
学
力
状
況
、
生

活
状
況
と
も
、
全
国
平
均
、

県
平
均
に
比
し
、
全
体
的
に

概
ね
良
好
。

教
育
長
　
全
国
よ
り
良
好
だ

が
、
記
述
式
問
題
に
課
題
。

長
文
読
解
の
学
習
の
場
を
設

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

永
井
　
質
問
調
査
に
特
徴
的

な
と
こ
ろ
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
か
。

教
育
長
　
１
点
目
に
地
域
の

行
事
に
参
加
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
割
合
が
高
い
。
２
点

目
、
仲
間
と
関
わ
り
合
い
、

話
し
合
い
を
活
か
し
な
が
ら

自
分
を
成
長
さ
せ
よ
う
と
い

う
姿
。
３
点
目
は
家
庭
で
の

学
習
習
慣
の
定
着
に
課
題
。

永
井
　
本
調
査
や
標
準
学
力

調
査
の
結
果
を
、
本
町
教
育

に
ど
の
よ
う
に
活
か
す
か
。

教
育
長
　
授
業
改
善
に
よ
る

学
力
向
上
と
ふ
る
さ
と
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
両
輪
と
し
て
、

本
町
の
学
校
教
育
を
さ
ら
に

推
進
し
た
い
。

授
業
改
善
に
よ
る
学
力
向
上
と

ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
さ
ら
に
推
進

授
業
改
善
に
よ
る
学
力
向
上
と

ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
さ
ら
に
推
進

教
育
長

全
国
学
力
学
習
調
査
等
の
結
果
を
ど
う
活
か
す

全
国
学
力
学
習
調
査
等
の
結
果
を
ど
う
活
か
す

ユーチューブ動
画はこちらから

永井　欣也　議員

集中してテストに臨む

秋の中山間地集落
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副
管
理
者
と
し
て
注
視

副
管
理
者
と
し
て
注
視

町
　長

い
て
伺
う
。

町
長
　
知
る
限
り
、
そ
の
事

象
は
な
い
し
、
今
後
も
な
い
。

幅
田
　
安
倍
元
首
相
の
国
葬

を
岸
田
首
相
が
国
会
も
開
か

ず
決
定
、
国
民
合
意
や
法
的

根
拠
も
な
い
ま
ま
、
全
額
国

費
で
弔
意
の
強
要
は
許
さ
れ

な
い
。
①
町
と
し
て
半
旗
掲

揚
せ
ず
、
町
職
員
、
町
民
に

弔
意
の
強
要
を
し
な
い
こ
と
。

②
学
校
、
教
職
員
に
対
し
、

弔
意
の
表
明
、
強
制
し
な
い

こ
と
が
大
切
だ
が
、
町
と
教

育
委
員
会
の
対
応
は
。

町
長
　
町
と
し
て
弔
意
は
求

め
な
い
が
、
半
旗
掲
揚
の
対

応
は
す
る
。

教
育
長
　
弔
意
は
求
め
な
い
。

幅
田
　
燃
え
る
ゴ
ミ
30
％
削

減
を
目
指
し
、
様
々
な
取
り

組
み
を
実
施
し
、
令
和
５
年

度
か
ら
10
年
間
の
一
般
廃
棄

物
基
本
計
画
を
策
定
中
だ
が
、

こ
の
間
の
成
果
、
問
題
点
、

４
月
施
行
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
循
環
促
進
法
」
の
反
映

は
。

町政を問う

地
域
整
備
課
長
　現
状
の
ゴ

ミ
削
減
率
は
17
．
８
％
。
平

成
30
年
度
２
ヵ
町
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
焼
却
施
設
を
集

約
し
た
。
計
画
は
集
約
中
で
、

来
年
２
月
に
審
議
会
に
は
か

り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
後
、

４
月
に
公
表
予
定
。

町
長
　
新
計
画
に
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
」

を
反
映
さ
せ
る
。

幅
田
　
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
が
２
０
３
２
年
に
米
子

市
１
箇
所
で
９
市
町
村
の
ゴ

ミ
を
処
理
す
る
「
大
型
ご
み

焼
却
・
発
電
施
設
」
を
計
画
、

そ
の
費
用
は
約
２
３
２
億
円
、

20
年
間
の
維
持
管
理
費
３
２

５
億
円
か
か
る
と
し
て
い
る

が
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
削
減

の
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

燃
や
さ
な
い
方
向
が
示
さ
れ

て
い
る
の
に
、
時
代
逆
行
の

施
設
で
は
な
い
か
。
住
民
説

明
会
を
実
施
す
る
考
え
は
な

い
か
。
ま
た
、
運
転
停
止
、

解
体
撤
去
予
定
の
灰
溶
融
施

設
を
突
然
、
民
間
業
者
譲
渡

目
的
に
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
実
施
と
の
こ
と
だ
が
、
町

民
の
安
全
、
健
康
へ
の
対
応

は
。

地
域
整
備
課
長
　
住
民
説
明

会
に
つ
い
て
は
状
況
に
応
じ
、

西
部
広
域
に
お
願
い
す
る
。

町
長
　
灰
溶
融
施
設
の
令
和

７
、
８
年
解
体
は
変
え
て
い

な
い
。
施
設
有
効
活
用
で
の

市
場
調
査
で
議
会
か
ら
も
意

見
が
上
が
っ
て
い
る
。
副
管

理
者
で
も
あ
り
、
注
視
し
て

い
る
。

幅
田
　
安
倍
元
首
相
銃
撃
、

死
亡
事
件
を
機
に
、
明
る
み

に
出
た
政
界
の
旧
統
一
教
会

と
の
関
係
は
、
反
社
会
的
カ

ル
ト
集
団
と
政
治
家
、
自
治

体
関
与
ま
で
報
道
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
旧
統
一
教
会

へ
の
お
墨
付
き
を
与
え
、
被

害
者
拡
大
に
つ
な
が
る
が
、

旧
統
一
教
会
や
関
連
団
体
の

集
会
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い

て
、
町
長
の
参
加
、
職
員
派

遣
、
祝
電
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
送

付
等
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
、
今
後
の
対
応
に
つ

ユーチューブ動
画はこちらから

幅田  千富美 議員

プラスチック削減ゴミの資源化を
プラスチック資源循環促進法を反映町　長

西
部
広
域
灰
溶
融
施
設
の
今
後
は

西
部
広
域
灰
溶
融
施
設
の
今
後
は

南部町・伯耆町清掃施設管理組合　クリーンセンター
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コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
の
減

少
傾
向
が
見
ら
れ
、
経
済
活

動
も
活
発
に
な
り
始
め
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
伯
耆
町

議
会
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、

出
来
な
か
っ
た
町
民
と
語
る

会
、
県
外
先
進
地
視
察
を
３

年
ぶ
り
に
実
施
す
る
事
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
議
員

に
貸
与
さ
れ
、
情
報
の
ス
ピ

―

デ
ィ
な
共
有
化
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　
広
報
委
員
会
で
も
「
議
会

だ
よ
り
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
、
住
民
の
皆
様
に
よ

り
読
み
易
い
紙
面
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
（
片
岡
　
千
明
）

【
編
　
集
】

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　 

委
員
長
　
杉
本
　
大
介

　
　 

副
委
員
長
　
片
岡
　
千
明

　
　 

委
　
員
　
大
森
　
英
一

　
　 

委
　
員
　
長
谷
川
　
満

　
　 

委
　
員
　
上
田
　
博
文

　
　 

委
　
員
　
大
床
　
桂
介

議会
の虫めがね

「議会だ
より」に

対するご
意見を

お待ちし
ておりま

す。

　
県
大
会
で
見
事
優
勝
し
、
千
葉
県
市

原
市
で
10
月
29
日
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
出
場
を
果
た
さ
れ
た
第
６
分
団
の
練

習
場
所
へ
お
邪
魔
し
、
全
国
大
会
へ
の

意
気
込
み
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

○
大
江
國
夫
伯
耆
町
消
防
団
長

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
県
大
会
で
優
勝
し
、

全
国
大
会
出
場
を
決
め
て
も
ら
い
、
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
伯
耆
町
消
防
団
で
は
、
団
員
不
足
の

分
団
が
多
く
あ
り
、
団
員
確
保
の
た
め
、

様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
伯
耆
町
消
防
団
の
名
を
広
め
る
た
め
、

上
位
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

～合併後初の全国大会へ～

　
第
６
分
団
は
、
団
員
が
お
互
い
、
出

来
る
者
が
、
出
来
る
事
を
す
る
こ
と
で
、

分
団
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
全
国
大
会
で
は
、
選
手
が
無
事
に
大

会
に
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
が

十
二
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
初
め
て
の
出
場
な
の
で
、
全
国
の
レ

ベ
ル
が
ど
の
位
な
の
か
不
安
な
点
も
あ

り
ま
す
が
、
タ
イ
ム
的
に
は
、
か
な
り

い
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
競
技
内
容
の
変
更
が
あ
り
、

現
在
そ
れ
に
合
わ
せ
た
練
習
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
伯
耆
町
を
代
表
し
て
、
練
習
し
て
き

た
事
を
精
い
っ
ぱ
い
出
し
切
り
、
優
勝

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　　
分
団
の
内
で
、
一
番
若
い
し
、
初
め

て
の
事
な
の
で
、
緊
張
し
な
い
よ
う
、

力
を
出
し
切
り
た
い
。

　
旧
岸
本
町
の
時
に
、
全
国
大
会
に
出

場
し
た
事
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
は
、

二
番
員
で
出
場
し
、
今
回
は
、
三
番
員

で
内
容
が
全
然
違
う
の
で
、
違
っ
た
意

味
で
緊
張
感
は
あ
り
ま
す
。

　
一
回
出
場
し
た
経
験
を
い
か
し
、
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
会
は
、
旧
岸
本
町
と
し
て

出
場
し
た
大
会
と
は
、
会
場
は
違
い
ま

す
が
、
若
い
選
手
や
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ

ー
に
全
国
大
会
の
独
特
な
雰
囲
気
、
緊

張
感
を
経
験
出
来
る
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、
伯
耆
町
の
操
法
を
全
国
に
披
露
し

て
き
ま
す
。

○
大
江
國
夫
伯
耆
町
消
防
団
長

○
奥
田
英
樹
分
団
長

○
指
揮
者

　澤
田
雄
三
さ
ん

○
一
番
員

　江
崎
直
人
さ
ん

○
二
番
員

　宅
野
充
晃
さ
ん

○
三
番
員

　秋
鹿

　智
さ
ん

○
補
助
員

　植
田

　潤
さ
ん


